
様式第二号の八（第八条の四の五関係）

（第１面）

産業廃棄物処理計画書

年 6 月 28 日

（あて先）　姫路市長

提出者

　住　所 〒671-1188

兵庫県姫路市広畑区富士町1番地

　氏　名　（法人にあっては名称及び代表者の氏名）

日本製鉄株式会社　瀬戸内製鉄所

所長　　　今居　武士

　電話番号

079-236-1126

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事　　業　　場　　の　　名　　称

事　 業　 場　 の　 所　 在　 地

計　　　　画　　　　期　　　　間

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

（日本産業規格　Ａ列４番）

兵庫県姫路市広畑区富士町1番地

2023年4月1日　から　2024年3月31日　まで

高炉による製鉄業（2211）、発電所（3311）

2941.7億円

1681名

2024

④　産業廃棄物の一連

　　 の処理の工程

③　従　  業　  員    数

②　事　業　の　規　模

①　事　業　の　種　類

別紙①のとおり

日本製鉄株式会社　瀬戸内製鉄所　広畑地区



（第２面）

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　【前年度（ 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物の分別に関する事項

別紙②のとおり

別紙②のとおり

 別紙②のとおり

 別紙②のとおり

2023

別紙②のとおり

別紙②のとおり別紙②のとおり

（これまでに実施した取組）

別紙②のとおり

産業廃棄物の種類

②計画

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

別紙②のとおり

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

別紙②のとおり

 （今後実施する予定の取組）

（管理体制図）

①現状

　【目　　標】

 別紙②のとおり

産業廃棄物の種類

排　　　出　　　量

①現状

②計画

排　　　出　　　量 別紙②のとおり

所長

所環境管理責任者

安全環境防災部 生産技術部 労働・購買部 設備部

所幹部会

協力企業

関連企業

(廃棄物担当)

各生産工場

(廃棄物担当)環境防災室 (所内ゼロエミッション

計画策定･遂行)

(産業廃棄物処理

委託契約)

(産業廃棄物処理

施設技術管理者)
(産業廃棄物処理責任者)



（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

　【前年度（ 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　【前年度（ 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

2023

2023

主に脱水による中間処理を行っている。

②計画

　【目　　標】

産業廃棄物の種類 汚泥

自ら中間処理により減量

する産業廃棄物の量

150,070

－

 （今後実施する予定の取組）

別紙③のとおり

①現状

産業廃棄物の種類 汚泥

自ら中間処理により減量

した産業廃棄物の量

136,442

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量

（これまでに実施した取組）

主に脱水による中間処理を継続実施。

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量

－

（今後実施する予定の取組）

 別紙③のとおり  別紙③のとおり

 別紙③のとおり

別紙③のとおり 別紙③のとおり

 別紙③のとおり

 （これまでに実施した取組）

②計画

　【目　　標】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行っ

た産業廃棄物の量

①現状

産業廃棄物の種類

別紙③のとおり

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量

別紙③のとおり 別紙③のとおり



別紙①　　産業廃棄物及び副産物の処理工程図

廃棄物の種類 発生工程フロー図

外部委託処理

(フライアッシュ)

外部委託処理

ばいじん 工場 乾式集塵機 所内資源化

工場

外部委託処理

(電気炉ﾀﾞｽﾄ) 外部委託処理

石綿含有 工場・事務所

工場・事務所 外部委託処理

鉱　滓 工場 破砕・粒度調整 所内資源化

外販

金属くず 工場・事務所 所内資源化

外部委託処理

ガラス及び

陶磁器くず

工場 破砕・粒度調整 所内資源化

外部委託処理

廃プラスチック 工場・事務所 外部委託処理

木くず 工場・事務所 外部委託処理

外部委託処理

廃　酸 工場 外部委託処理

廃アルカリ 工場 外部委託処理

外部委託処理

工場 外部委託処理

廃　油 工場 焼却 所内資源化

工場 焼却 所内資源化

工場 脱硫設備 脱水機

燃え殻 工場 所内資源化

(ボトムアッシュ)

外部委託処理

汚　泥 工場 脱水処理 外部委託処理



別紙②　　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（ 年度）実績】

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

所内で外部処理費削減化活動を展開しており、発生抑制に努めている。

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

 （今後実施する予定の取組）

所内で外部処理費削減化活動を継続展開しており、発生量の維持抑制に努める。

(廃油ﾋﾟｯﾄへの雨水混入抑制対策）

産業廃棄物の分別に関する事項

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

廃棄物置場に表示された廃棄物の種類ごとの分別保管・処分実施

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

①現状

②計画

ガラス及び

陶磁器くず

鉱さい ばいじん

排出量 115 0 198,175 6,258 155,473

廃酸 廃アルカリ 廃プラスチック

排出量 5,713 154,815 11,713 170 309

②計画

　【目　　標】

産業廃棄物の種類 燃え殻 汚泥 廃油

産業廃棄物の種類 木くず 繊維くず 金属くず

173,164

ばいじん

排出量 121 0 208,605 6,587

産業廃棄物の種類 木くず

107,223

ガラス及び

陶磁器くず

鉱さい

428

78,711

繊維くず 金属くず

廃酸 廃アルカリ 廃プラスチック

排出量 6,014 154,887 450 32512,329 179

①現状

2023

産業廃棄物の種類 燃え殻 汚泥 廃油



別紙③　　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（ 年度）実績】

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

自社での資源化利用により、外部委託処理量を減量化

・中和汚泥

・金属くず

・ばいじん

・鉱さい

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

 （今後実施する予定の取組）

自社リサイクル化拡大に継続して取り組む

但し、

①汚泥については、鉄源構造対策（電気炉化、還元鉄製造設備の縮小）に伴い、

　　従来所内利用していた中和汚泥を産業廃棄物委託処理化に変更したことに

　　自ら再生利用を行う量が2023年度以降減じている。

②ばいじんについては、2023年度以降、還元鉄製造設備の縮小などに伴い、

   電気炉ダスト（集塵ダスト）を外部処理としている。

　鉄源原料としての利用検討を継続する。

ガラス及び

陶磁器くず

鉱さい ばいじん

自ら再生利用を行う産

業廃棄物の量

3,969 3,010 208,282 6,513 67,424 32,103

②計画

　【目　　標】

産業廃棄物の種類 燃え殻 汚泥 金属くず

ガラス及び

陶磁器くず

鉱さい ばいじん

自ら再生利用を行った

産業廃棄物の量

3,969 3,010 208,282 6,513 67,424 32,103

①現状

2023

産業廃棄物の種類 燃え殻 汚泥 金属くず



別紙④-1　　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（ 年度）実績】

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

所内で外部処理費削減化活動を展開しており、発生抑制に努めている。

水銀使用製品産業廃棄物の分別保管・処分

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

所内で外部処理費削減化活動を継続展開しており、発生抑制に努める。

(廃油ﾋﾟｯﾄへの雨水混入抑制対策）

①汚泥については、鉄源構造対策に伴い、従来所内利用していた中和汚泥を

　　産業廃棄物委託処理化に変更したことにより、外部委託数量が2023年度以降

　　増加する。

産業廃棄物の種類

-

認定熱回収業者以

外の熱回収を行う業

者への処理委託量

－ - - - - -

認定熱回収業者へ

の処理委託量

－ - - - -

- - -

再生利用業者への

処理委託量

1,943 16,073 11,713 170 428 309

廃酸 廃アルカリ 廃プラスチック

全処理委託量 1,943 16,073 11,713 170 428 309

②計画

　【目　標】

産業廃棄物の種類 燃え殻 汚泥 廃油

優良認定処理業者

への処理委託量

- - -

認定熱回収業者以

外の熱回収を行う業

者への処理委託量

－ - - - - -

認定熱回収業者へ

の処理委託量

－ 14 1,985 6 155

179 450 219

再生利用業者への

処理委託量

2,045 154,521 10,344 173 295 226

廃酸 廃アルカリ 廃プラスチック

全処理委託量 2,045 15,435 12,329 179 450 325

①現状

2023

産業廃棄物の種類 燃え殻 汚泥 廃油

優良認定処理業者

への処理委託量

0 14,367 6,186



別紙④-2　　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（ 年度）実績】

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

別紙④-１と同じ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

別紙④-１と同じ

②ばいじんについては、2023年度は還元鉄製造設備の縮小などに伴い、電気

   炉ダスト（集塵ダスト）を外部処理とする。

※事務処理欄

産業廃棄物の種類

②計画

　【目　標】

-

認定熱回収業者以

外の熱回収を行う業

者への処理委託量

- - - - - -

認定熱回収業者へ

の処理委託量

- - - - -

- - -

再生利用業者への

処理委託量

115 - 174 70 11,287 79,390

ガラス及び

陶磁器くず

鉱さい ばいじん

全処理委託量 115 - 174 70 11,287 79,390

産業廃棄物の種類 木くず 繊維くず 金属くず

優良認定処理業者

への処理委託量

- - -

-

認定熱回収業者以

外の熱回収を行う業

者への処理委託量

- - - - - -

認定熱回収業者へ

の処理委託量

- - - - -

69 0 46,489

再生利用業者への

処理委託量

121 - 154 69 11,287 75,095

ガラス及び

陶磁器くず

鉱さい ばいじん

全処理委託量 121 - 323 74 11,287 75,120

①現状

2023

産業廃棄物の種類 木くず 繊維くず 金属くず

優良認定処理業者

への処理委託量

98 - 154



別添　一覧表別添　一覧表別添　一覧表別添　一覧表 （廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

　　実績：前年度（2023年度）実績量

　　目標：今年度（2024年度）目標量 単位：トン／年

実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標

6,014 5,713 3,969 3,969 - - 0 0 - - 2,045 1,992 2,045 - 2,045 1,992 - - - -

154,887 154,815 3,010 3,010 - - 136,442 150,070 - - 15,435 15,894 14,367 - 154,521 15,894 14 - - -

12,329 11,713 0 0 - - 0 0 - - 12,329 10,775 6,186 - 10,344 10,775 1,985 - - -

179 170 0 0 - - 0 0 - - 179 167 179 - 173 167 6 - - -

450 428 0 0 - - 0 0 - - 450 384 450 - 295 384 155 - - -

325 309 0 0 - - 0 0 - - 325 208 219 - 226 208 - - - -

121 114 0 0 - - 0 0 - - 121 148 98 - 121 148 - - - -

208,605 198,175 208,282 208,282 - - 0 0 - - 323 141 154 - 154 134 - - - -

6,587 6,258 6,513 6,513 - - 0 0 - - 74 95 69 - 69 78 - - - -

78,711 173,164 67,424 67,424 - - 0 0 - - 11,287 133,854 0 - 11,287 133,854 - - - -

107,223 155,473 32,103 32,103 - - 0 0 - - 75,120 79,390 46,489 - 75,095 79,390 - - - -

575,431 706,332 321,301 321,301 0 0 136,442 150,070 0 0 117,688 243,048 70,256 0 254,330 243,024 2,160 0 0 0合計

木くず

金属くず

ガラスくず及び陶磁器くず

鉱さい

ばいじん

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

(前年度実績値の③

+⑨)

全処理委託量

(前年度実績値の⑩)

優良認定処理業者

への

処理委託量

(前年度実績値の⑪)

再生利用業者への

処理委託量

(前年度実績値の⑫)

認定熱回収業者へ

の

処理委託量

(前年度実績値の⑬)

認定熱回収業者以

外の熱回収を行う業

者への処理委託量

(前年度実績値の⑭)

産業廃棄物の種類

排出抑制に関する

事項

自ら行う再生利用に

関する事項

自ら行う中間処理に関する事項

自ら行う埋立処分等

に関する事項

処理委託に関する事項

排出量

(前年度実績値の①)

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量

(前年度実績値の②

+⑧)

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量

(前年度実績値の⑤)

自ら中間処理により

減量する産業廃棄

物の量

(前年度実績値の⑦)



協力企業

関連企業

(廃棄物担当)

設備部 各生産工場

環境防災室 (所内ゼロエミッション

計画策定･遂行)

(産業廃棄物処理

委託契約)

(産業廃棄物処理

施設技術管理者)

(廃棄物担当)

(産業廃棄物処理責任者)

所長

所幹部会

所環境管理責任者

安全環境防災部 生産技術部 労働・購買部



（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

　【前年度（ 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　【前年度（ 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

2023

2023

別紙④のとおり

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

優良認定処理業者

への処理委託量

再生利用業者への

処理委託量

認定熱回収業者へ

の処理委託量

認定熱回収業者以

外の熱回収を行う業

者への処理委託量

（これまでに実施した取組）

①現状

②計画

　【目　　標】

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行っ

た産業廃棄物の量

－ －

－ －

－ －

－ －

別紙④のとおり

①現状

産業廃棄物の種類 別紙④のとおり

全処理委託量 別紙④のとおり

 別紙④のとおり



（第５面）

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

別紙④のとおり

※事務処理欄

②計画

　【目　標】

産業廃棄物の種類 別紙④のとおり

全処理委託量

別紙④のとおり

優良認定処理業者

への処理委託量

再生利用業者への

処理委託量

認定熱回収業者へ

の処理委託量

認定熱回収業者以

外の熱回収を行う業

者への処理委託量

別紙④のとおり 別紙④のとおり



（第６面）

　備考

1 　前年度の産業廃棄物の発生量が１，０００トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

2 　当該年度の６月30日までに提出すること。

3 　「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

（１）①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

（２） ②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

　工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規模

　が分かるような前年度の実績を記入すること。

（３）④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了する

　までの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。

4 　「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中間処理

を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間処理を行うこ

とによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

5 　「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量を記

入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第６条

の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者

（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への

焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託

量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

6 　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のとおり」と

記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の種類が３以上

あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した

別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。

7 　※欄は記入しないこと。


